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高島第一中学校 学びのエリア めざす子ども像  

「あきらめない子ども」 

       ～自分のよさや可能性を信じ、自ら考えて取り組み、継続できる子ども～ 

・発達段階を踏まえた９年間の継続的な指導により、授業規律の徹底を図り、望ましい学習習慣を身に付け、

落ち着いて学習に取り組むことができるようにして基礎的な学力の定着を図る。 

・読み解く力の育成を柱とした連続性のある学びにより、学んだ内容をアウトプットする力を付けることで主

体的に学習に取り組む態度を育成し、課題に対して粘り強く取り組み自らの学びを調整できるようにする。 

・あいさつを通して、お互いを認め合い、高め合う学びのエリアの学校風土を構築し、子どもたちが安心・安

全に過ごすことのできる学校をつくる。 

 

Ⅰ 学校教育目標 

 ○ 明るく元気な子ども        → 心も体も健康で、自信をもって行動する 

 ◎ よく考え根気強くやりとげる子ども → 自分の考えをもち、工夫して何度も挑戦する 

 ○ 仲よく助け合う子ども       → 相手の気持ちを考え誰とでも協力して活動する 

○ 素直で礼儀正しい子ども      → 人の話をよく聞き、あいさつがしっかりとできる 

・人権尊重の精神を基本とした知・徳・体の調和を図り、自ら考え、判断し、主体的に行動

できる人間性豊かで健康な児童の育成をめざす。 

    ・社会性と社会力を高め、自信をもち安心して生活や学習できるようにする。 

     ※社会性＝社会にあわせていける能力  

社会力＝社会をよりよく変えていこうとする能力 

 

Ⅱ めざす学校像  

○「安全安心」「信頼」のもと、「か・つ・や・く」する児童があふれる「充実」した学校 

・保護者や地域から「信頼」され「安心」して子どもを通学させることができる 

・「か（んがえる）」「つ（よくなる）」「や（さしくなる）」「く（じけない）」子の育成をめ

ざす 

・児童も保護者も教職員も一人ひとりが、楽しく、生き生きとし、成長が実感できる  

 ○教員が誇りをもって教えることに力を尽くせる学校 

 

Ⅲ 本年度の最重点教育活動 

 ◇自分のよさや可能性を信じ、自ら考えて取り組み、継続できる子ども 

  キーワード  

   「か」んがえる 「つ」よくなる 「や」さしくなる 「く」じけない 



Ⅳ 具体的な取組方針と対応 
１ 明るく元気な子どもに関すること 

◇児童理解を深め、一人ひとりを大切にした温かい指導を行う 
・児童の心情を理解し、心理的な安定を保てるように教員間や家庭との連携を密にする。児
童が、楽しく、安心して過ごせる環境を作る。 

・授業中や休み時間、給食、放課後など、児童と共に生活する中で児童理解を深める。体罰
や言葉の暴力を学校から排除し、心の通い合う言葉を通した指導や関わりを行う。 

・様々な日常生活場面での振り返りを有効に活用する。児童に満足感や達成感を味わわせ、
自己肯定感や自己有用感を高めさせる。教員が認め、励ましていく中で児童に自分の成長
やよいところ、課題、個性に気付かせ、自らがよりよく成長していこうとする意欲を養う。 

 
（１）「あいさつ」を基本とした基本的生活習慣の確立と好ましい人間関係づくり 

     ・年間を通して「あいさつ運動」を実施する。 

     ・家庭・地域への啓発 → 学校・家庭・地域が連携した取組を実施 

（２）健康教育、食育、体力向上に向けた取組の推進 

     ・１校１取組として、年間を通して長なわを実施、学期ごとに体力向上週間（１学期：短
なわ検定週間、２学期：鉄棒検定週間、３学期：持久走週間）を設定する。 

     ・食育においては、「カミカミキュッキュデー」を実践するとともに、「好き嫌いを減らす」 
「食べられる量を増やす」「食事のマナーを向上させる」の中から自分の課題を選び、解
決していくようにさせる。 

（３）自分の命と、相手を大切にする安全教育の推進 

     ・命の安全教育を本格実施する。 

・危機察知能力を高める指導を効果的に実施する。    

・防災安全教育（多様な災害を想定した避難訓練、不審者対応訓練、セーフティ教室、地
域安全マップ等の効果的な実施）を工夫して実施する。 

  （４）自分のよさに気付かせる取組の推進 

     ・学習活動や行事等での振り返り、友達との相互評価、○○名人やＭＶＰなどの表彰、地
域行事やコンクールへの参加等を充実させ、自己のよいところや成長に気付かせる。 

      

 

２ よく考え根気強くやりとげる子どもに関すること 

◇「板橋区 授業スタンダード」に基づいた授業展開と授業革新を行い、読み解く力の伸長を
めざす 
・学習内容が分かって、できるようになる授業を行う。分かり、できるようにすることで、
自信をもち学びから逃げない児童を育てる。 

・単元全体の中で児童が考える場面と教師が教える場面を計画的に設定し、見通しをもった
バランスのよい単元構成を作成し、指導する。 

・国語科を中心として教科書に出てくる言葉の意味がつかめるように語彙を増やす。日常的
にも教員が意識的に言葉の意味やイメージを教えたり、言い換えをしたりする。 

・ペアやトリオ学習のような対話的な学び合いの形態で自己の考えを広げ、深めさせる主体
的対話的な学習を行う。振り返りでは、めあてにどれだけ近づいたか、授業で学んだこと
は何か、次の課題は何か等を明らかにさせ、文字数を規定して書かせる活動を行う。学ん
だことの意義や自己の成長が実感できるようにする。 

◇個に応じた指導を行う 
・学力調査や授業を通した見取りにより、児童の学力の実態を把握し、実態に応じた指導や
教材の効果的な活用をする。  

・学力向上専門員等の人的資源を生かした個別指導を工夫する。 
・ＩＣＴを効果的に学習に活用する。 

◇学習習慣の定着を図る 
 ・朝学習の充実や学習規律の徹底を図る。 
・家庭と連携して学習習慣を定着させる。 

  ◇研修を充実し、指導力を向上させる 
   ・教員の指導力向上のため、計画的に研修や OJTを実施する。発問・板書・ノート指導・Ｉ

ＣＴの活用・教材研究等の指導技術が向上するよう教員自らが課題意識をもって日々研修
する。 

 
（１）基礎的・基本的事項の定着と思考力・判断力・表現力の育成、学びに向かう力の伸長によ

る学力の確実な定着 

・分かり、楽しく、そして学ぶ目的が明確で、見方・考え方が広がる授業を計画する。 



・「板橋区 授業スタンダード」に即した授業を実施する。 

    ・授業のねらいを明確にし、振り返りとの整合性を図る。 

・文字数を規定して書く活動をどの授業でも取り入れる。 

・評価計画を活用し、具体的支援策をもって授業を行う。  

・教科のねらいを達成する中で、読み解く力を支える６つの分類を授業展開の中に意図的に
位置づける。 

・生活科・総合的な学習の時間を中心に教科横断的なカリキュラムを作成する。総合的な学
習の時間においては、年間に１単元は２０時間以上で２回転（問題把握→調査→思考→ま
とめ→新たな課題→調査→思考→まとめ・発表）の単元を実施し、探究学習を積極的に導
入する。 

    ・地域を生かした学習や社会科見学、体験学習、出前授業等を充実させる。 

・タブレットを活用し、発表する場面で効果的にＩＣＴを活用する。 

    ・朝学習の充実をする。繰り返し学習で基礎的基本的事項や無言学習で学びに向かう姿勢を
定着させる。  

    ・語彙を増やすように全教職員が協力して様々な機会と場所で実践する。 

・必要に応じて、担任による交換授業を行う。 

・学力向上推進週間の充実をする。 

・学力向上及び生活指導の充実、授業や生活の規律（ルール）の共通化を実現する。 

（２）個に応じたきめ細やかな指導の工夫 

    ・習熟の程度に応じた少人数指導、タブレット等を活用した個別学習を計画的に実施する。 

    ・特別な支援や配慮を要する児童に対して、学校生活支援シートや個別指導計画を基に、保
護者及び関係機関と連携を図りながら指導・対応する。 

  （３）ボランティア制度などの地域や家庭と連携した教育活動 

    ・地域と関わる行事を通して地域の方との交流を推進する。 

  （４）読書指導と図書環境の充実 

    ・学期に１回、読書週間を行う。可能の限り朝読書を実施する。 

    ・図書館司書及び図書ボランティアにより図書環境を整備する。保護者による読み聞かせを
計画的に実施する。 

（５）教育支援センターを活用した様々な研修や研究の充実と授業革新の推進 

    ・分かりやすい授業を目指し、ＩＣＴ機器の効果的な活用を追求（授業革新へつなげる）す
る。 

    ・プログラミング教育を充実（年間指導計画に基づいた指導とＩＣＴ支援員との連携）する。 

    ・若手研修を充実させるとともに学年会で計画的に教材研究を行う。OJT 担当者を中心に校
内でのミニ研修会を行う。 

（６）学びのエリア共通の子ども像「あきらめない子ども」の実現に向けた取組の推進 

    ・アントレプレナーシップ教育や特別活動を推進により、社会の形成者の一員であるという
自覚をさせる。 

     

 

３ 仲よく助け合う子どもに関すること 

◇集団としての関わりを生かした指導 
・学年や学級での集団生活や多様な人々、地域の人々などとの交流を通して、自分とは違う
ものを受け入れる寛容性、思いやりの心や感謝する心などの社会性、他者意識を身に付け
させる。 

・学級会活動やクラブ活動や委員会活動、縦割り班活動等を充実させ、役割意識を高め、リ
ーダーの育成を図るとともに何事も自分事として取り組むようにさせる。 

・学級会での話し合い活動の指導を計画的に行う。話合い活動を通して、意見の違いや多様
性を生かした「合意形成」と決定したことを協働して実践するようにさせる。 

・男女を問わずみんなが友達であり、仲間であるという意識を高める。Hyper-QUを活用し、
一人ひとりの学級での満足度を把握する。さらに、○年○組の一員といった学校での所属
感と存在感がもてるようにし、集団としての自覚を高める。 

 
（１）異学年交流、学年内交流の推進 

     ・異学年集団（たてわり班）での遠足、給食、集会等を計画的に実施する。 

     ・テキスト「未来へ」を活用し、学年合同で環境教育を実践する。 

（２）特別活動や課外活動の充実による児童の主体性の育成 

   ・学級会活動では、話合い活動を計画的に行い、「多様性への理解」「合意形成」「協働」を
キーワードとして、よりよい生活づくりや学級の課題を解決するようにさせる。 

     ・集会活動（児童会活動）を充実させる。 



     ・集団への所属感を深める学校行事を実施する。 

（３）コミュニケーション能力を高める言語活動の充実 

     ・言語環境を整備（教室や校内の掲示物、話し方や聞き方の徹底した指導、話合いの進め
方等）する。 

・話すこと・書くことを中心としたコミュニケーション能力の素地・基礎を育成する。 

（４）児童一人ひとりの個性を尊重し、その個性が生きる様々な教育活動の展開 

     ・主体的な活動が展開されるクラブ活動、奉仕の精神を育む委員会活動を実施する。 

     ・在校生が憧れるように６年生の鼓笛隊活動を行う。 

 

 

４ 素直で礼儀正しい子どもに関すること 

◇気持ちのよいあいさつと返事、言葉遣い、規範意識の育成 
・気持ちのよいあいさつができるよう教員自らが範を示していく。校外活動の場や外部から
のお客様に対して、あいさつを率先して行わせることで日常化するよう指導する。また、
名前を呼ばれたら「はい」と返事ができるよう、さまざまな場面を通じて指導をする。 

・互いに「くん」「さん」などをつけて呼び合い、誰に対してもいやな気持ちにならない言葉
遣いで話すよう指導する。特に、相手をおとしめるような発言や場の雰囲気を壊すような
発言については、個別に指導する。 

・基本的な生活習慣の定着を図るとともに、社会規範・ルールを守る態度の育成を行う。当
番活動で個々の責任を果たすようにさせる。道具の片付け、授業後の後始末、教室内の自
分のものの整理整頓、授業や活動の始まりの時間を守るなど、みんなで使うものや場所、
時間の意識を高める指導を行う。 

 

（１）学校生活や家庭生活におけるルールやマナーの徹底 

     ・学校の様々な場面（授業、朝会等）を活用して「聞く態度」を育成する。 

     ・当たり前のことが当たり前にできる児童を育成（学びのエリアのきまり、家庭への周知
等）する。 

（２）基本的な倫理観、社会性の育成 

     ・全教育活動において素直で礼儀正しい態度などの基本的な倫理観や社会性の育成を目指
した指導を行う。 

     ・自分の役割を認識し、責任をもって仕事をする経験をさせる。 

（３）豊かな心を育む道徳教育、人権教育の充実 

     ・道徳教育全体計画・年間指導計画に基づいた計画的な指導を実施する。 

     ・いじめ防止に関する授業を年間３回以上実施する。 

（４）特別支援学級（学校）との交流教育の推進 

     ・特別支援学級児童と通常の学級児童の日常的な交流を推進する。 

     ・副籍交流の対象児童に対して、行事の見学や参加を呼びかける。 

（５）学校いじめ防止基本方針に基づいた、いじめや不登校への組織的な対応 

     ・学校いじめ防止等対策・教育相談委員会を設置し、該当する児童のコンサルを行うとと
もにスクールカウンセラーや関係機関と連携しながら組織的に対応する。 

・不登校児童の未然防止のために家庭との連携を密に取り、必要に応じて個人面談等を実   

 施する。 

  （６）環境整備・地域との連携 

・校内外の整理整頓、掲示物の工夫、教材の整備、花壇等の植物の管理を日常から行い、
清潔で、落ち着いた学習環境を整える。 

・学校・学年便り、保護者会等を活用し保護者に対して、経営方針や教育内容及びその成
果等を説明し、理解と協力を得られるようにするとともに、その評価を学校改善に生か
していく。 

 
 

 ５ 学校ブランド向上のために 
  ◇地域の保育園・幼稚園との連携 

・園児や先生を学校に招き、交流をする。 
  ◇地域行事や PTA行事に児童を参加させる。 
   ・青健ドッジボール大会やけやきまつりに参加させる。 
    ※できる範囲内で教員の参加もお願いします。 
  ◇ｉＣＳ委員会への教員の参加 

 
※アンダーラインは、重要視しているところです。 



Ⅴ 終わりに 

☆大切にしたい合言葉 

○教職員に求める、職務での３つの「わ」 

     使命を「わ」すれない  「わ」になって対応  「わ」らいがこぼれる仲間 

    

○児童に求める、めざす姿「か・つ・や・く」 

    か･･･かんがえる つ･･･つよくなる や･･･やさしくなる く･･･くじけない  

     ◇かんがえる 

・「授業の時間だけでなく、いろいろな時間に」、「教室だけでなく、どこでも」、頭を

動かし、考えよう。 

・覚えることだけでなく、自分で考え、意見をもち、それを人に伝えよう。 

・相手の気持ちに気付こう。 

     ◇つよくなる 

・体を動かし、つよい体を作ろう。 

・自分の弱い心に負けない、つよい心を作ろう。 

・きまりを守り、いいことと悪いことの判断をして行動しよう。 

     ◇やさしくなる 

      ・まわりには、大切な友達がいます。どの友達にもやさしくなろう。 

・心を動かし、どうすれば相手がよろこぶか、相手の気持ちを想像し、よろこぶと思

うことをやってみよう。 

・自分がやさしくされたら、相手の心を感じて「ありがとう」のお礼を言おう。 

     ◇くじけない 

      ・生活や勉強の中でうまくいかなかったことや失敗してしまうこともあっても、くじ

けない。 

・うまくいくようにやり方を工夫してみよう。 

・あきらめずに何度でもチャレンジしよう。 

 

○全ての人に求める、大切にしたい５つの「あ」 

     ◇あいさつ   礼儀、感謝、謝罪反省、関わり、積極性 

◇あつまり   規範意識、貢献意識、目的意識 

◇あとしまつ  責任感、思いやり、 

◇あそび    非認知能力 学びの原点 コミュニケーション 

◇あんぜん   命の大切さ 危機察知  


